
訂正報告の場合は「１」、
追加報告の場合は「２」を
入力してください。
通常の報告の場合は空欄
のままとなります。
また、訂正報告の場合、
患者数等は訂正部分以外
も入力してください。

介護療養病床がある場合のみ、
介護療養病床数を入力してくだ
さい。
（総病床数の入力は必要ありま
せん。）

【注意】毎月の報告は、必ず当該年月（＝調査票に表示された年月）の調査票をご使用ください。誤って違う月の調査票
に入力して送信してしまった場合、その月のデータが上書きされ正しいデータが無くなってしまいます。
なお、表示されている報告年月の変更はできません。

記入例
※画面イメージは病院のものですが、基本的に病院・診療所共通です。
各項目に記入する内容の詳細は次ページ以降を御覧ください。

施設名、所在地の変更はでき
ません。変更がある場合は、管
轄の保健所にご連絡ください。

令和



病  院  報  告 
 
この報告は、医療法に基づき開設の許可を受けている病院及び療養病床を有する診療所を対象とし、毎月１日から末日までの患者の状況等をとりまとめ月報として報告するものです。 
 

Ⅰ 記入上の注意事項 
１ 使用許可(指定)を受けた病床に該当する項目のみ記入し、計上する数のない場合は

「０」と記入します。また、使用許可(指定)を受けていない病床に該当する項目は、空欄

のままとします。 

２ 欄外事項の年月分・都道府県名・保健所名・施設名・所在地は、自動的に表示されます。

施設名及び所在地に変更（管轄保健所は変わらない）がある場合には、管轄の保健所に 

ご連絡ください。 

 

Ⅱ 記入要領 
(表側区分) 

 表側に区分する「精神病床」「感染症病床」「結核病床」「療養病床」「一般病床」は、

医療法第27条の規定により使用許可を受けた病床をいいます。 

 「介護療養病床」とは、療養病床のうち、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年

法律第83号）附則第130条の２第１項の規定によりなおその効力を有するものとされた介護

保険法第48条第１項第３号に規定する都道府県知事の指定介護療養型医療施設としての指定

に係る病床をいいます。 

注意事項： 

 療養病床を有する診療所については、「療養病床」欄及び「介護療養病床」欄に記入し、

その他は空欄としてください。 

 「介護療養病床」欄の記入上の注意事項として、以下の①～③のような場合には、介護

療養病床に入院している要介護者である患者に対して医療行為が行われますが、当該患者

に適用されている保険制度等を考慮して患者の分類を行う必要はなく、あくまで病床の種

類で区分してください。 
① 急性増悪等により密度の高い医療行為が必要になり、当該病床において緊急に医療行

為を行う必要がある場合 
② 歯科等の受診を行った場合 
③ 診療所や療養病棟等が１病棟のみの病院では、介護保険適用により医療保険の患者へ

の対応が困難になるおそれがあるので、予め都道府県知事に届出の上、医療保険適用部
分の病室が満床のとき、介護保険適用の病室を男女別に１室ずつ（各４床以下）医療保
険で使用することができるが、この事例に該当する場合 

 (表頭区分) 
 表頭の各項目については、それぞれ上記の病床の種別ごとに記入し、「総数」には合計を
計上します。「在院患者延数」「月末在院患者数」「新入院患者数」の各項目については、
診療録の作成又は記載の追加を行った者(健康診断、人問ドック受診者も含む。)について計
上し、「退院患者数」には、退院手続を行った者について計上します。 
 なお、「同一医療機関内の他の種別の病床から移された患者数」及び「同一医療機関内の
他の種別の病床へ移された患者数」の項目は、「療養病床」のみに記入します。 
 また、「同一医療機関内の介護療養病床以外（他の種別の病床を含む。）の病床から移さ
れた患者数」及び「同一医療機関内の介護療養病床以外（他の種別の病床を含む。）の病床
へ移された患者数」の項目は、「介護療養病床」のみに記入します。 
注意事項： 
 新たに開設した場合等で、当月中に在院患者が全くなかったときは、該当する項目に
「０」と記入し、備考欄に「在院患者なし」と記入します。 

 
１ 在院患者延数 
 病床の種別ごとに、毎日24時現在に在院していた患者の合計を記入します。 

(1) この欄には、現に当月中に在院していた患者の延数を記入します。 
(2) 在院中の患者が外泊していた場合も、計上します。 
(3) 入院してその日のうちに退院あるいは死亡した者は、計上しないでください。 
(4) 当月中に開設したときは、開設した日から当月の末日までの延数を記入します。 
(5) 開設中の施設が、当月中に休・廃止したときは、当月の１日から休・廃止した日の前

日までの延数を記入します。 
 
２ 月末在院患者数 
 病床の種別ごとに、当月の末日24時現在に在院している患者数を記入します。 

(1) この欄には、許可（指定）病床数にかかわらず、現に当月の末日24時現在に在院して
いる患者数を記入しますが、患者数が許可（指定）病床数を上回る場合には、備考欄に
上回った理由を記入します。 

(2) 在院中の患者が当月の末日に外泊している場合も、計上します。 
(3) 当月の末日に入院してその日のうちに退院あるいは死亡した者は、計上しないでくだ

さい。 
(4) 「総数」欄においては、前月の「月末在院患者数」との関連で、次の関係になります。 

(前月「月末在院患者数」)＋(当月「新入院患者数」)－(当月「退院患者数」) 
＝(当月の「月末在院患者数」) 

 なお、「療養病床」においては、次の関係になります。 
 

 

（前月「月末在院患者数」）＋ 当月「新入院患者数」＋ 

 

 

－ 当月「退院患者数」＋            ＝（当月「月末在院患者数」） 

 

 

また、「介護療養病床」においては、次の関係になります。 

 

 

（前月「月末在院患者数」）＋ 当月「新入院患者数」＋ 

 

 

 

 

－ 当月「退院患者数」＋             ＝（当月「月末在院患者数」） 

 

 
 
(5) 開設中の施設が、当月中に休・廃止したときは「０」と記入し、備考欄に「○年○月

○日休止（廃止）」と記入します。 

「同一医療機関内の介護
療養病床以外（他の種別
の病床を含む。）の病床
へ移された患者数」 

報告月の翌月５日までに提出してください 

「同一医療機関内の 
他の種別の病床から 
移された患者数」 
 

「同一医療機関内の介護
療養病床以外（他の種別
の病床を含む。）の病床
から移された患者数」 

「同一医療機関内の 
他の種別の病床へ 
移された患者数」 
 



３ 新入院患者数 
 病床の種別ごとに、当月中に新たに入院した患者の合計を記入します。 

(1) 入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も、計上します。 
(2) 在院中の患者が同一医療機関内の種別の異なる病床に移動した場合、入退院手続を

行った者のみ計上します。 
(3) 当月中に開設したときは、開設の日に在院中の患者がいた場合は、新入院患者として

計上します。 
【図】各病床間における患者の移動パターン 

 

４ （療養病床欄）同一医療機関内の他の種別の病床から移された患者数 
 在院中の患者で、当月中に入退院手続を行うことなく、同一医療機関内の他の種別の病
床から「療養病床」へ移された患者の合計を記入します。 
※【図】の「ｘ１」と「ｙ１」の合計を記入します。 
 

５ （介護療養病床欄）同一医療機関内の介護療養病床以外（他の種別の病床を含む。） 
の病床から移された患者数 
 在院中の患者で、当月中に入退院手続を行うことなく、同一医療機関内の介護療養病床
以外（他の種別の病床を含む。）の病床から「介護療養病床」へ移された患者の合計を記
入します。 
※【図】の「ｙ１」と「ｚ１」の合計を記入します。 
 

６ 退院患者数 
 病床の種別ごとに、当月中に退院した患者の合計を記入します。 

(1) 入院した患者がその日のうちに退院あるいは死亡した場合も、計上します。 
(2) 在院中の患者が同一医療機関内の種別の異なる病床に移動した場合、入退院手続を

行った者のみ計上します。 
 
７ （療養病床欄）同一医療機関内の他の種別の病床へ移された患者数 
 在院中の患者で、当月中に入退院手続を行うことなく、「療養病床」から同一医療機関
内の他の種別の病床へ移された患者の合計を記入します。 
※【図】の「ｘ２」と「ｙ２」の合計を記入します。 
 

８ （介護療養病床欄）同一医療機関内の介護療養病床以外（他の種別の病床を含む。） 
の病床へ移された患者数 
 在院中の患者で、当月中に入退院手続を行うことなく、「介護療養病床」から同一医療
機関内の介護療養病床以外（他の種別の病床を含む。）の病床へ移された患者の合計を記
入します。 
※【図】の「ｙ２」と「ｚ２」の合計を記入します。 

９ （介護療養病床欄）月末病床数 
 療養病床のうち、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）附則第
130条の２第１項の規定によりなおその効力を有するものとされた介護保険法第48条第１
項第３号に規定する都道府県知事の指定介護療養型医療施設としての指定に係る病床のみ
を記入します。 

(1) 療養病床を有しているのにもかかわらず、「介護療養病床」を有さない施設の場合は、
「０」と記入します。 

(2) 開設中の施設が、当月中に休・廃止したときは「０」と記入し、備考欄に「○年○月
○日休止（廃止）」と記入します。 

(3) 増床分について、現在指定を申請中であるものについては、指定があるまでは計上し
ないでください。 

 
(その他の区分) 

１ 外来患者延数 
 当月の新来、再来患者及び往診、巡回診療、健康診断、人間ドック等を行い、診療録
の作成又は記載の追加を行った患者の延数を記入します。 

(1) 同一患者を二つ以上の診療科で診療し、それぞれの診療科で診療録の作成又は記載の
追加を行った場合、それぞれの外来患者として計上します。 

(2) 入院中の患者及び在院新生児が他の診療科で診療を受けた場合、当該診療科において
診療録の作成又は記載の追加を行った場合のみ、外来患者として計上します。 
 なお、ここでいう在院新生児とは、出生後28日を経過しない乳児で病院に在院してい
る者のうち、在院患者として扱っていない者をいいます。 

(3) 当月中に外来患者が全くなかったときは「０」と記入し、備考欄に「外来患者なし」
と記入します。 

 
２ 備考 

 次の場合に記入します。 
(1) 新たに開設したときは、「○年○月○日開設」 
(2) 休・廃止したときは、「○年○月○日休止(廃止)」 
(3) 休止中の施設が再開したときは、「○年○月○日再開」 
(4) 在院患者が全くなかったときは、「在院患者なし」 
(5) 月末在院患者数が許可（指定）病床数を１人でも上回ったときは、その理由 

 月の途中で在院患者数が著しく許可（指定）病床数を上回ったときは、その理由 
(6) 外来患者が全くなかったときは、「外来患者なし」 
(7) 許可（指定）病床数に変更があったときは、「○○病床○○床→○○床 ○年○月○日変更」 
(8) 計上数が前月分と比較して著しく増減があるときは、その理由 
(9) その他特に説明を必要とする事項 
 

Ⅲ その他 
１ 提出期限 
 報告月の翌月５日までに提出してください。 

 
２ 訂正･追加報告 
(1) 提出後、訂正及び追加の必要が生じた場合は速やかに訂正･追加報告をしてください。 

 なお、訂正・追加報告の最終期限は、調査年の翌年２月末日とします。 
(2) 訂正報告の場合は「39訂正・追加報告」の欄に「1」を、追加報告の場合は「2」を入

力してください。 
(3) 訂正報告では訂正が必要な箇所だけ入力するのではなく、訂正のない箇所も全て入力

してください。 


